
各位 

 

 

 

 

 

プラスチック資源循環促進法関連のご案内 
 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、2022 年 4 月 1 日より施行されるプラスチック資源循環促進法に関連して、弊社商品やプ

ラスチック代替素材について、お問い合わせを多くいただいておりますので、下記の通りご案内

させていただきます。 

敬具 

 

記 

【弊社商品について】 

 弊社クリーニング用商品はバージンプラスチックと比較して、環境負荷の少ない再生プラスチ

ックを主に使用しており、2021 年実績で総出荷数の約 96％が再生プラスチックとなっておりま

す。また、繰り返し使用に耐えうる商品設計を行うことでリユース（再利用）率を高め、ホーム

クリーニング用ハンガーはポリプロピレン（PP）の単一素材とすることでリサイクル（再資源化）

率を高めており、資源循環型の商品となっております。 

（弊社ホームページに商品別の重量と再生プラスチック比率を掲載しております。記載の無い商

品につきましては、弊社営業部へお問い合わをお願いいたします。） 

 

【プラスチック代替素材等について】 

 プラスチック代替素材として、農業廃材・紙等の異素材をプラスチックに混ぜた新素材のトラ

イを継続して行っておりますが、クリーニング用ハンガーとしては耐熱強度・耐溶剤性・コスト・

供給量・臭い等の問題があります。 

バイオマスプラスチックについては、クリーニング用フィルムに適しているポリエチレン（PE）

の流通はあるものの、クリーニング用ハンガーに適しているポリプロピレン（PP）の流通は略無

いのが現状です。 

一般的に PP に他のプラスチックや異素材を混ぜると、複合素材が故にリサイクルの困難さを

招くことがあります。また、脆くなる傾向があり、クリーニング用ハンガーに使用するとリユー

ス率が低下することが懸念されます。 

引き続き、環境に配慮した素材の選定や開発テストを行なってまいりますが、現状では 100％

再生 PP がクリーニング用ハンガーに最も適していると判断しております。 

裏面の「各種プラスチック原料の特徴」をご参照ください。 
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